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JAOS REAR SKID BAR  

 

適応車種 ハイエース/レジアスエース 200系 04.08~ 

このたびはJAOSリヤスキッドバーをお買い上げいただきまことにありがとうございます。 

本書はリヤスキッドバーを取り付ける場合の要領と取り扱いについて記載しています。 

取り付け前に必ずお読みいただき、正しい取り付けを行ってください。 

＜ 作業後は本書を製品の使用者様にお渡ししていただき、使用者様は本書を大切保管してください。 ＞ 

約1.5時間 
 

 

 

取付参考時間 
 

作業難度 
 

①  パーツ交換/取付                

②   車体加工あり            

③  専門知識が必要     

④     分解整備                      

必要工具 
 

ボックスレンチ(HEX10,12,17) 

メガネレンチ(HEX12) 

六角レンチ(5H) 

トルクレンチなど 

リヤスキッドバー取付要領書 

構成部品名称  数量  構成部品名称  数量  

① スキッドバー本体 
  ⑧ ブラケットB 左右 

  各  

② スキッドプレート 
  ⑨ ランプブラケット 

  

③ ボタンボルト M8-15※ 
  ⑩ 六角ボルトM10-20 

  

④ フランジナットM8（プレート組付は内2個使用※） 
  ⑪ スプリングワッシャーM10 

  

⑤ ワッシャーM8※ 
  ⑫ ワッシャーM10 

  

⑥ セムスボルト(座金組込)M6-15※ 
  ⑬ インサートナットM10 

  

⑦ ブラケットA 左右 
  各  ⑭ フランジボルトM8-25 

  

部品構成 

スキッドプレートに付属 ※ 

左側 
右側 

左側 

右側 

① 
② 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ④ 

2個使用 

10個使用 
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取付要領 
※図中や文中の○数字は構成部品のナンバー、●数字は作業の順番を示しています。 

2．インプルナットを車体へ取り付けます。 

第2版 

初版 

1．スキッドバー本体にプレートを取り付けます。 

ボタンボルトM8-15③ 

ワッシャーM8⑤ 

フランジナットM8④ 

・スキッドバー本体①にスキッドプレート②を合せます。 

 

・スキッドプレート②の意匠面２点の穴からボタンボルトM8-15③とワッシャーM8⑤、裏からフランジナットM8④を

使用し仮組みします。 

 

ボルトの増し締めは指示があるまでは行わないでください。 

本書の「仮組み」とは、工具を使わず締めていき、脱落などは起きないが止めている物同士が多少動き、

調整が出来る程度の固定を指します。 

 

・点面２点の穴はセムスボルトM6-15P3⑥を使用し仮止めします。 

 

・プレートの取り付けバランスを確認したら、仮止めしていた部分を本締めします。 

M8推奨締め付けトルク：10～13N・ｍ 

M6推奨締め付けトルク： 3 ～ 4 N・ｍ 

裏側から見た様子 

隙間を確認するとバランスがとりやすい 

スキッドバー本体① 

スキッドプレート② 

セムスボルトM6-15 P3⑥ 

車両底面図  
後部バンパー インナー側 

⑧インプルナット 

 

タブを下方へ折り曲げます 

取付部の穴 

・リヤメンバーとフレーム合わさる端点内側の丸穴４つの

内、上側２ヶを使用しインプルナット⑬を挿入します。 

（挿入方法は下図参照） 

インプルナット使用方法 

1.インプルナットのタブを持ち、取付部へ挿入します。 

2.ナット部分を挿入後、タブを手前に引き、ナットの凸部

を穴に合わせてタブを下方へ折り曲げます。 

3.取付る部品をあてがい取付ボルトで仮止めします。 

4.仮止めした取付ボルトで締め付けます。 
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3．ブラケットを取り付けます。 

⑦ブラケットA 左 
  

⑩六角ボルトM１0-20 

⑪スプリングワッシャーM10 

⑫ワッシャーM10 

フレーム 

上下ある穴の上側を使用 

車両底面図 
後部バンパー インナー側 

⑧ブラケットＢ 左 
  

④ 

⑭ 

④ 

⑭ 

・ブラケットA⑦をインプルナット⑬を挿入した箇所へ六角ボルトM10-20⑩、スプリングワッシャーM10⑪、

ワッシャーＭ10⑫を使用し仮止めします。 

・ブラケットB⑧を上図の向きにしブラケットＡ②と合わせ、メンバーのフランジ部分にあるバンパーステー

付根の横にあるサービスホールを使い、フランジボルトＭ8-25⑭、フランジナットＭ8④で仮止めします。 

・ブラケットA⑦をインプルナット⑬を挿入した箇所へ六角ボルトM10-20⑩、スプリングワッシャーM10⑪、

ワッシャーＭ10⑫を使用し仮止めします。 

メンバーのフランジ部分 

バンパーステー 

ブラケットA左⑦ 
   ⑭ 

スキッドバー本体①左側ステー 
  

 

内側 

外側 

4．ブラケットにスキッドバーを取り付けます。【図は助手席側】 

④ ⑨ 

④ 

ランプ取付ブラケット⑨ 

取り付ける場合は一番外側にセットする 

⑭ 

④ 

④ 
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初版 

第4版 

 2008年9月8日 

2021年4月12日 

装着状態の確認 

装着後には必ず取付確認を行ってください。 

ボルト類の締め付け忘れなどにより本体が脱落する恐れがあり大変危険です。 

・全体の組付けが完了したらリヤスキッドバーを揺さぶり、異音がしないかを確認してください。 

・各ボルトの締め付け部をもう一度締め付け、増し締めされているかを確認してください。 

本製品は大きな荷重をかけての使用を前提とした設計をしておりません。 

全体重や重量物による負荷などをかけての使用、または走行を絶対にしないでください。 

車両や本製品を破損する恐れがあります。 

使用上の注意事項（補足） 

・スキッドバー本体①のステーがブラケットＡ⑦の先端内側にくるように載せ、フランジボルトＭ8-25⑭、フランジ

ナットＭ8④を使用して仮止めします。 

 

・お手持ちのバックアップランプを取り付ける場合にはランプブラケット⑨にあらかじめバックアップランプを取り付

けてからブラケットＡ②にフランジボルトＭ8-25⑭、フランジナットＭ8④で仮止めします。 

 

・全体のバランスを見ながら車体に近い方から増し締めします。 

M10/Ｍ8 推奨締め付けトルク：23～29N・ｍ (Ｍ10とＭ8の強度を合せてあります) 

 

弊社推奨締め付けトルクは付属するボルトナットの材質や形状により最適化されています。同サイズで

の他のボルトへの適用は避けてください。 

 

インプルナットの箇所を締め付ける際にボルトと一緒にインプルナットが回ってしまう場合がありますの

で、タブをしっかり固定しブラケットの重さがボルトにかからない様ゆっくり回すか、ボルトに注油し小型の

インパクトレンチなどでボルトにテンションがかかる手前まで一気に回すと上手く締まります。 

小型のインパクトレンチを使う場合はテンションが掛かりすぎるとインプルナットを破損する恐れがあり

ますので注意してください。 

 

インプルナットはリリースできるように設計されていない為、取り外す際にタブが取れてしまう可能性が

あります。取り外す際にボルトと一緒に回ってしまう場合は小型のインパクトレンチなどで一気に緩める

か、無理な場合はグラインダーなどでボルトの頭を切り落としてください。 


